
参考　地下水汚染の未然防止のための措置に関する整理表（素案）　（A基準）
2

１） ただし書き １）① １）② １）① １）② １）②+③ １）④ １）① １）①+② １）③ １）①+② １）①+②+③ １）④

●不浸透材
料による構

造
▲（種類に
応じ）被覆
○↓同等以

上

●床下点検
空間

●強度
●耐性

▲（種類に
応じ）被覆

●強度
●耐性

▲（種類に
応じ）被覆

●防液堤等
●容量確保
○↓同等以

上

●強度
●耐性
▲耐腐食

(配管等）
●強度
●耐性
▲耐腐食

(配管等）
●強度
●耐性
▲耐腐食

●漏えい等
防止構造・
材質（地下
室内、二重
殻等）

▲耐腐食

●漏えい等
防止構造・
材質（地下
室内、二重
殻等）

▲耐腐食

●目視で容
易に確認で
きるよう床
面から離し
て設置

(トレンチ）
●トレンチ
中設置

●不浸透材
料構造

▲（種類に
応じ）被覆
○↓同等以
上（材質・構

造）

●漏えい等
確認構造
（検査管、
流量把握
等）

●地下浸透
確認構造
（検査管、
流量把握
等）

●水量計

●水量計
●漏えい等
確認構造
（検査管、
流量把握
等）

管理

●
・地下浸透等しない
方法、適正運転、漏
えい適正処理
・管理要領

（要領に基づく点検）

目視等
Y

○↑同等以
上

M Y Y Y

Y
（配管）
（トレンチ）
○↑同等以

上

Ｙ ３Y

検査

Ｙ
・漏えい点

検
○同等以上

３Ｙ
・漏えい点

検
○同等以上

Ｙ
・漏えい点

検
○同等以上

３Ｙ
・漏えい点

検
○同等以上

目視等 Y Y Y
Y

(配管）

設備
使用

W
・漏えい等
の検知

W
・地下浸透
検知

W
・漏えい等
の検知

・周囲外の
配管等の下
の床面除く

・周囲外の
配管等の下
の床面除く

※異常・漏えい確認時　→　その内容及び対応結果を記録　3年間保存
（備考）　Ｙ：1年1回以上、M：1月1回以上、W：1週1回以上、○Y：○年1回以上；　●要件、▲必要な場合、○同等以上；　「　　　　　　　」の区切りは隣り合う項目のいずれかを選択できることを示す

床面及び周囲
施設本体

配管等（地下）

51 3 4

点検

漏えい・浸
透・

流出の有無

地下浸透防止

流出防止

構造
・

設備

破損等の
確認

漏えい防止

漏えい等防止
（漏えい、地下浸透）

漏えい又は地下浸透
確認の構造又は設備

飛散・流出・浸透防止

地下貯蔵施設本体

同等以上 同等以上

同等以上 同等以上同等以上

同等以上

A基準 7
使用方法

規定せず

備考

6

地下貯蔵施設

配管等

配管等（地上） 排水溝等

3
１）②
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参考　地下水汚染の未然防止のための措置に関する整理表（素案）　（B基準）
1既設 2既設 3既設

１）② １）② １）② １）③ １）④ １）② １）③ １）② １）③ １）④

【底面外】
●不浸透材料に

よる構造
▲（種類に応じ）

被覆
○↓同等以上

【底面外】
●防液堤等
●容量確保
○↓同等以上

●内面ライ
ニング

【底面】
●漏えい等
確認構造
（検査管等）
○同等以上

●原則として目視
で確認できるよう

に設置

●トレンチ
中設置

●漏えい等
確認構造
（検査管、
流量把握
等）

●漏えい等確認
構造

（検査管、
流量把握等）

●水量計
●漏えい等
確認構造
（検査管、
流量把握
等）

●水量計

管理

●
・地下浸透等しない
方法、適正運転、漏
えい適正処理
・管理要領

（要領に基づく点
検）

目視等
【底面外】

Y
○↑同等以上

Y ６M
６M

（配管）
（トレンチ）

６M

検査

Ｙ
・漏えい点

検
○同等以上

目視等 Y ６M
６M
(配管）

設備
使用

【底面】
M

・漏えい等の検知
○同等以上

W
・漏えい等
の検知

W
・地下浸透検知

W
・漏えい等
の検知

・周囲外の配管
等の下の床面除

く

※異常・漏えい確認時　→　その内容及び対応結果を記録　3年間保存
（備考）　Ｙ：1年1回以上、M：1月1回以上、W：1週1回以上、○Y：○年1回以上；　●要件、▲必要な場合、○同等以上；　「　　　　　　　　」の区切りは隣り合う項目のいずれかを選択できることを示す

同等以上

漏えい又は地下浸透
確認の構造又は設備

流出防止

漏えい防止

漏えい・地下浸透防止

規定せず

漏えい・浸
透・

流出の有無

構造
・

設備
同等以上 同等以上

同等以上

4既設

備考

配管等（地下） 排水溝等
地下貯蔵施設

地下貯蔵施設本体
配管等

飛散・流出・浸透防止

点検

破損等の
確認

同等以上

7既設
使用方法

5既設

地下浸透防止

B基準

6既設

床面及び
周囲 施設本体

配管等（地上）

3既設
２）

同等以上
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参考　地下水汚染の未然防止のための措置に関する整理表（素案）　（C基準）
1既設 2既設

地下貯蔵
施設本体

２） ２） ２） ３）

管理
※点検のみ　Y

（作業等に伴う飛散
等の有無）

目視等 M Y ６M M

検査
Ｙ

・漏えい点検
○同等以上

Y
・地下浸透点

検
（※量のみ）
○同等以上

Ｙ
・漏えい点検
○同等以上

目視等 Y ６M

設備
使用

・周囲外の配管等
の下の床面除く

※異常・漏えい確認時　→　その内容及び対応結果を記録　3年間保存
（備考）　Ｙ：1年1回以上、M：1月1回以上、W：1週1回以上、○Y：○年1回以上；　●要件、▲必要な場合、○同等以上；　「　　　　　　　」の区切りは隣り合う項目のいずれかを選択できることを示す

飛散・流出・浸透防止

配管等（地上）C基準

3既設
３）②

流出防止

漏えい防止

漏えい・地下浸透防止

漏えい又は地下浸透
確認の構造又は設備

備考

構造
・

設備

地下浸透防止

配管等（地下） 排水溝等

○同等以上

点検

破損等の
確認

漏えい・浸
透・

流出の有無

7既設
使用方法

3既設 5既設

床面
施設本体

地下貯蔵施設

配管等

4既設

２）
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